
裏
表
紙
に
関
連
記
事
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

　

会
期
を
延
長
し
て
い
た
第
１
回
定
例
会
は
、
５
月
19
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
２
月
12
日
か
ら
、
通
算
98
日
間
の
開
催
で

し
た
。

■
議
会
運
営
委
員
会
の
選
任

　

失
職
が
決
定
し
た
細
川
慎

一
前
議
員
の
代
わ
り
に
、
山

田
由
美
議
員
を
選
任

■
常
任
委
員
会
の
所
属
変
更

　

土
佐
洋
子
議
員
が
教
育
民

生
常
任
委
員
会
か
ら
、
総
務

建
設
常
任
委
員
会
に
移
籍

■
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

選
任

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
の

副
委
員
長
に
、
鈴
木
道
子
議

員
を
選
任

■
陳
情　

議
会
議
案
採
決
条

件
に
つ
い
て
議
会
運
営
明
文

化
を
求
め
る

　
「
議
員
報
酬
改
正
の
み
な

ら
ず
案
件
の
可
否
は
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
出

席
議
員
の
過
半
数
で
決
す
る

も
の
で
あ
り
、
採
決
条
件
を

議
会
基
本
条
例
又
は
会
議
規

則
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
の
意
見
に
ま
と
ま

り
、
賛
成
な
し
に
よ
り
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

■
陳
情　

覚
せ
い
剤
所
持
で

起
訴
さ
れ
た
細
川
慎
一
議
員

の
報
酬
差
し
止
め
を
求
め
る

　
「
細
川
議
員
は
平
成
28
年

４
月
７
日
付
け
の
資
格
決
定

の
結
果
、
失
職
し
て
お
り
、

現
況
と
し
て
議
員
報
酬
は
支

払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

陳
情
者
の
願
意
は
達
成
さ
れ

た
」
と
判
断
し
、
全
会
一
致

に
よ
り
趣
旨
了
承
と
決
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

●

葉
山
町
公
用
車
の
接
触
事

故
に
関
す
る
和
解
及
び
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
。

●

塵
芥
収
集
車
の
物
損
事
故

に
関
す
る
和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
。

■
調
査
特
別
委
員
会
の
名
称

及
び
付
議
事
件
名
の
変
更

●

「
細
川
慎
一
議
員
の
覚
醒

剤
所
持
・
使
用
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
「
細

川
慎
一
前
議
員
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」
に
変
更

●

「
細
川
慎
一
議
員
の
覚
醒

剤
所
持
・
使
用
等
に
関
す
る

事
項
」
を
「
細
川
慎
一
前
議

員
の
覚
醒
剤
所
持
・
使
用
等

に
関
す
る
事
項
」
に
変
更

■
緊
急
質
問

　

伊
東
圭
介
議
員
か
ら
、
職

員
給
与
の
過
支
給
に
関
す
る

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

職
員
給
与
の
過
支
給
に

係
る
処
分
は
、
職
員
に
対
す

る
懲
戒
、
減
給
、
お
よ
び
訓

告
、
厳
重
注
意
、
口
頭
注
意

で
あ
っ
た
。
山
梨
町
長
、
山

本
副
町
長
の
責
任
は
ど
う
考

定例会
第1回

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

現
職
責
に
あ
る
も
の

と
し
て
、
再
発
防
止
に
尽
く

す
こ
と
を
促
し
、
今
後
、
二

度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
自
己
反
省
機
能
を

高
め
て
い
く
。

問　

町
長
は
町
の
ト
ッ
プ
と

し
て
職
員
と
同
様
に
自
分
に

処
分
を
科
す
こ
と
を
考
え
な

い
の
か
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ

う
し
た
考
え
に
は
い
た
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
し
っ
か

り
と
職
責
を
果
た
す
こ
と
で
、

責
を
全
う
し
て
い
き
た
い
。

問　

前
町
政
時
代
に
町
長
自

ら
の
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
る
責

任
の
取
り
方
を
し
た
。
今
回

は
し
な
い
の
か
。

町
長　

報
酬
カ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
組
織
全
体
が
引
き
締
ま

っ
た
り
、
別
事
案
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
考
え
る
。
今
回
は
私
の

町
政
下
で
は
な
く
、
過
去
に

起
き
た
問
題
が
大
き
い
。
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
確
実

な
町
政
運
営
に
当
た
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
と
考
え
る
。

細川慎一議員の資格決定の件 決定

陳情　議会議案採決条件について議会運営明文化を求める 不採択

覚せい剤所持で起訴された細川慎一議員の報酬差し止めを求める陳情 趣旨了承

※「細川慎一議員の資格決定の件」の採決は記名投票で行なわれ、地方自治法第127条第 1項の規定により、出席議員の3分の 2以上の賛成を必要とします。

平成28年　第１回定例会表決結果　全会一致で決した議案等

◎陳情　陳情審査の仕組みを明確にすることを求める
◎陳情　条例違反議員に対し議会要職を罷免等懲罰規定を求める
◎陳情　刑法犯及び特別法犯議員の除名および判決確定までの報酬差し止めに関する条例改正を求める
 （全て議会運営委員会）

継続して審査します
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■都市経済部の所管に関する事項
　都市計画の策定、公園、産業振興
　観光、道路河川など
■他の常任委員会の所管に属さない事項
　会計、選挙、監査、消防など

総
務
建
設
常
任
委
員
会

伊
東 

圭
介
　
畑
中
由
喜
子

土
佐 

洋
子
　
横
山
す
み
子
（
委
員
長
）

石
岡 

実
成
　
鈴
木 

道
子
（
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

飯
山 

直
樹
　
山
田 

由
美
（
副
委
員
長
）

窪
田 

美
樹
　
待
寺 

真
司
（
委
員
長
）

笠
原 

俊
一
　
金
崎 

ひ
さ

議
会
広
報
常
任
委
員
会

笠
原 

俊
一
　
横
山
す
み
子

鈴
木 

道
子
　
石
岡 

実
成
（
副
委
員
長
）

山
田 

由
美
　
窪
田 

美
樹
（
委
員
長
）

飯
山 

直
樹
　
畑
中
由
喜
子

待
寺 

真
司

窪
田 

美
樹

金
崎 

ひ
さ
　
土
佐
洋
子
（
副
委
員
長
）

伊
東 

圭
介
　
畑
中
由
喜
子
（
委
員
長
）

山
田 

由
美
　
鈴
木 

道
子

委員会が管轄する内容
■政策財政部の所管に関する事項
　行政施策、財政計画、町民協働
　広報・広聴、公共施設など
■総務部の所管に関する事項
　文書法制、情報公開、防災、税務、職員給与など

委員会が管轄する主な内容

■円滑な議会の運営を期するため、
　議長の諮問機関ないし補佐機関

■議会改革の検討及び推進

委員会が管轄する主な内容

■議会広報紙「議会だより」の
　発行や、議会ホームページの
　編集など

■町民との会議などの議会広聴活動

■環境部の所管に関する事項
　環境保全、下水道、清掃事業、消費者
　保護など

■教育委員会の所管に関する事項
　学校教育、社会教育など

委員会が管轄する主な内容

■福祉部の所管に関する事項
　社会福祉の企画、保健衛生、国民健康
　保険、介護保険、戸籍、子育て支援など

委員会が管轄する内容及びメンバーの紹介
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● 

中
学
校
運
営
事
業

 

（
５
万
円
）

　

南
郷
中
学
校
の
学
級
数
の

増
加
に
伴
う
社
会
見
学
補
助

金
の
更
正
増

主
な
質
疑

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
公
募
か
。

答　

学
識
経
験
者
を
除
き
、

教
育
委
員
会
や
町
内
会
、
商

工
会
等
か
ら
の
推
薦
で
選
ぶ
。

空
家
等
対
策
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
宅
建
協
会
、
建
築
士

協
会
、
町
内
会
等
か
ら
選
ぶ
。

問　

そ
こ
に
若
者
を
入
れ
る

考
え
は
。

答　

考
慮
す
る
。

問　

特
別
交
付
税
は
４
千
万

円
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

１
千
万
円
と
し
た
理
由
は
。

答　

ま
だ
国
の
省
令
が
出
て

い
な
い
た
め
。

問　

い
つ
南
郷
中
の
生
徒
数

が
増
え
た
の
か
。

答　

生
徒
が
増
え
た
の
で
は

な
く
、
少
人
数
学
級
に
す
る

た
め
、
県
の
許
可
を
得
て
学

級
数
を
増
や
し
た
。

問　

カ
メ
ラ
付
ド
ロ
ー
ン
は

操
作
に
練
習
が
必
要
で
は
。

答　

担
当
者
が
講
習
を
受
け

る
予
定
。

問　

長
柄
に
建
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
事
業

者
に
は
過
去
の
実
績
が
な
く
、

ま
だ
県
の
認
可
を
受
け
て
い

な
い
が
。

答　

認
可
は
県
の
判
断
に
よ

る
。
理
事
は
静
岡
県
に
あ
る

「
白
寿
会
」
の
関
係
者
で
実

績
が
あ
る
。

問　

オ
ー
プ
ン
予
定
日
ま
で

１
年
弱
し
か
な
い
が
、
準
備

は
間
に
合
う
の
か
。

答　

３
月
末
日
ま
で
に
建
物

が
で
き
て
い
れ
ば
、
間
に
合

う
。

問　

地
域
手
当
引
き
下
げ
に

よ
っ
て
、
職
員
給
与
は
ど
の

程
度
下
が
る
の
か
。

答　

最
高
で
１
万
１
５
０
０

円
、
平
均
で
６
９
０
０
円
下

が
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ

　

６
月
３
日
か
ら
開
催
し
、
一
般
質
問
は
10
人
が
行
い
ま

し
た
。
議
案
は
葉
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
条

例
・
請
願
・
陳
情
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●  

地
方
交
付
税 

（
999
万
円
）

　

地
域
手
当
支
給
割
合
の
段

階
的
引
下
げ
に
よ
る
交
付
金

増
額
を
見
込
む

●  

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
費
補
助
金

 

（
２
７
４
８
万
円
）

●  

社
会
福
祉
費
補
助
金

 

（
１
億
４
１
８
４
万
円
）

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
施
設
整
備
と
、
同
開
設

準
備
に
対
す
る
交
付

● 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

 

（
５
千
万
円
）

　

財
源
充
当
の
た
め
の
取
崩

し● 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金　

 

（
100
万
円
）

　

イ
ト
ー
ピ
ア
会
館
設
備
の

整
備

歳
出
概
要

● 

職
員
給
与
費

　

 

（
△
１
５
９
０
万
円
）

　

地
域
手
当
減
額
に
よ
る
更

正
減

● 
公
共
施
設
等
総
合
管
理
事

業 

（
36
万
円
）

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
委
員
会
を
４
回
開
催

予
定

● 

町
内
（
自
治
）
会
支
援
事

業 

（
100
万
円
）

　

イ
ト
ー
ピ
ア
会
館
設
備
の

整
備

●

空
家
等
対
策
推
進
事
業

 

　
　
（
25
万
円
）

　

空
家
等
対
策
協
議
会
を
３

回
開
催
予
定

● 

葉
山
の
魅
力
発
信
・
発
掘

推
進
事
業 

（
575
万
円
）

　
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
活

用
の
写
真
展
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
及
び
カ
メ
ラ
付
ド
ロ

ー
ン
、
４
Ｋ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

等
購
入

● 

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
事

業 

（
314
万
円
） 　

小
中
学
校
付
近
や
森
戸
海

岸
線
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

●

各
種
福
祉
団
体
等
補
助
金

 

（
２
億
１
５
３
４
万
円
）

　

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
建
設
費
用
の
補

助● 

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業 

（
２
７
４
８
万
円
）

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
の
緩
和
と
年
金
受
給

者
の
生
活
支
援
の
た
め
、
低

所
得
者
に
対
す
る
臨
時
的
措

置
と
し
て
支
給

● 

防
災
資
機
材
備
蓄
食
料
整

備
事
業 
（
79
万
円
）

　

熊
本
県
益
城
町
へ
の
支
援

物
資
と
し
て
送
付
し
た
資
機

材
の
補
充

● 

一
般
事
務
費 

（
16
万
円
）

　
「
葉
山
町
学
び
づ
く
り
研

究
推
進
事
業
」
の
充
実
の
た

め
、
秋
田
県
に
派
遣
す
る
教

員
の
増
員
に
伴
う
旅
費
の
更

正
増

歳入歳出予算の総額 単位千円（千円以下四捨五入）

会　　計　　名 補正前の
予算額

補正
予算額

補正後の
予算額

一　般　会　計 9,339,000 235,460 9,574,460

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 4,142,013 △230 4,141,783

後期高齢者医療 933,300 △43 933,257

介 護 保 険 2,855,659 △150 2,855,509

下 水 道 事 業 1,463,849 △513 1,463,336

小 　 　 　 計 9,394,821 △936 9,393,885

合　　　　計 18,733,821 234,524 18,968,345

定例会
第2回



こんなことを決めました

5 議会だより　第125号

平成28年７月19日発行

の
保
存
期
間
は
。

答　

１
カ
月
で
自
動
更
新
さ

れ
る
。

賛
成
討
論
（
飯
山
、
山
田
）

●

地
域
手
当
の
引
き
下
げ
は

評
価
で
き
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
や
道
路
拡
幅
は
当
然

す
べ
き
。

●

特
別
養
護
老
人
施
設
の
建

設
は
歓
迎
す
る
。
下
水
道
事

業
の
予
算
が
多
過
ぎ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
消

極
的
賛
成
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
23
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
増

歳
出
概
要

●

職
員
給
与
費 （
△
23
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
減

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
４
万
円
） 　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
増

歳
出
概
要

●

職
員
給
与
費 （
△
４
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
減

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
15
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
増

歳
出
概
要

●

職
員
給
与
費 （
△
15
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
減

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
51
万
円
）

　

職
員
手
当
等
の
変
動
に
伴

う
更
正
増

歳
出
概
要

●

職
員
給
与
費 （
△
51
万
円
）

　

職
員
手
当
の
変
動
に
伴
う

更
正
減

■
葉
山
町
付
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

葉
山
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
す
る
た
め
の
改
正

主
な
質
疑

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
の
概
要
を
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。

答　

工
程
表
を
示
す
。

■
葉
山
町
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
務
を
定
め
る

た
め
の
改
正

主
な
質
疑

問　

改
正
前
は
「
規
則
で
定

め
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
の
制
限
が
な
く
な
っ

た
の
か
。

答　

内
容
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。

反
対
討
論
（
窪
田
）

●

個
人
情
報
を
危
険
に
さ
ら

す
こ
と
に
な
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
廃
止
す
べ
き
。

■
葉
山
町
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

空
家
等
対
策
協
議
会
委
員

と
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め

の
改
正

主
な
質
疑

問　

鳥
獣
対
策
の
見
回
り
は
、

い
つ
時
給
が
発
生
す
る
の
か
。

答　

日
頃
の
巡
回
の
時
か
ら
。

上山口栗坪に出没したイノシシ上山口栗坪に出没したイノシシ

■
葉
山
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
地
域
手
当
を
10
％

か
ら
６
％
に
改
め
る
た
め
の

改
正
（
た
だ
し
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
は
８
％
）

主
な
質
疑

問　

特
別
交
付
税
を
減
額
し

な
い
よ
う
、
国
に
要
望
を
上

げ
て
ほ
し
い
。

答　

県
を
通
じ
て
相
談
す
る
。

問　

他
の
自
治
体
で
は
、
減

額
に
関
す
る
条
文
を
削
る
要

望
を
出
し
て
い
る
。
周
辺
自

治
体
と
比
較
す
る
と
、
６
％

の
基
準
値
は
低
過
ぎ
る
。
も

し
国
が
基
準
を
上
げ
た
場
合

の
町
の
方
針
を
確
認
し
た
い
。

答　

元
の
給
付
水
準
に
戻
す

べ
き
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
土
佐
、
石
岡
、

窪
田
、
鈴
木
、
横
山
）

●

27
年
に
２
回
、
議
員
提
案

が
な
さ
れ
た
が
、
否
決
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
よ
う
や
く

引
き
下
げ
が
で
き
た
こ
と
で
、

町
長
と
町
職
員
に
感
謝
す
る
。

●

解
決
ま
で
長
引
い
た
こ
と

は
、
町
民
に
申
し
訳
な
い
。

●

本
来
は
労
使
交
渉
で
決
め

る
こ
と
な
の
で
、
議
員
提
案

に
は
反
対
し
て
き
た
。

●

周
辺
の
自
治
体
と
同
じ
生

活
圏
で
あ
る
こ
と
は
、
考
慮

さ
れ
る
べ
き
。

●

基
準
値
の
６
％
は
低
過
ぎ

る
。
福
祉
関
係
の
職
場
に
も
、

不
利
に
働
く
。

●

国
会
議
員
を
通
し
て
で
も

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
塵
芥
収
集
車
１
台
）

主
な
質
疑

問　

収
集
車
は
何
台
あ
る
か
。

答　

塵
芥
収
集
車
８
台
と
軽

ダ
ン
プ
３
台
。

問　

古
い
車
に
不
具
合
が
あ

る
の
か
。

答　

低
速
運
転
や
ご
み
の
巻

き
込
み
が
多
く
、
劣
化
が
早

い
。
10
年
が
更
新
の
目
安
。

問　

古
い
車
は
ど
う
す
る
の

か
。

答　

売
却
す
る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

①
葉
山
処
理
区
（
長
柄
）
枝

線
築
造
工
事

主
な
質
疑

問　

こ
の
工
事
で
接
続
可
能

な
48
軒
の
う
ち
、
実
際
に
接

続
す
る
の
は
何
軒
か
。

答　

わ
か
ら
な
い
。
接
続
の

お
願
い
は
す
る
。

②
上
山
口
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
工
事

主
な
質
疑

問　

撤
去
し
た
遊
具
の
更
新

は
。

答　

シ
ー
ソ
ー
、
砂
場
、
タ

イ
ヤ
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
ス
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プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
更
新
す
る
。

問　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
自

動
散
水
か
。

答　

自
動
か
は
不
明
。
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
裏
に
ス
イ
ッ
チ
が

あ
り
、
土
日
の
利
用
者
は
、

必
要
に
応
じ
て
使
用
で
き
る
。

問　

去
年
の
運
動
会
の
時
は
、

雨
の
後
で
ド
ロ
ド
ロ
だ
っ
た
。

今
年
の
運
動
会
で
は
、
砂
ぼ

こ
り
が
ひ
ど
か
っ
た
。

答　

土
壌
改
良
剤
を
使
う
。

問　

過
去
の
整
備
歴
は
。

答　

平
成
５
年
に
整
地
し
た

記
録
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
は

不
明
。

問　

近
隣
へ
の
周
知
は
。

答　

学
校
長
か
ら
行
う
。

■
最
低
賃
金
改
定
等
に
関
す

る
意
見
書

（
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

■
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国

負
担
２
分
の
１
復
元
を
求
め

る
意
見
書

（
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

■
特
別
交
付
税
の
減
額
措
置

の
廃
止
及
び
地
域
の
実
情
を

反
映
し
た
地
域
手
当
支
給
率

に
改
定
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
（
議
員
提

案
）

（
内
容
は
８
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

賛
成
討
論
（
待
寺
）

●

地
域
手
当
は
介
護

報
酬
等
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
算
定
基
準
に

も
関
わ
る
。

●

交
付
税
減
額
は
地

域
主
権
に
反
す
る
。

●

生
活
保
護
の
算
定

基
準
は
１
級
地
の
１

で
、
横
浜
や
逗
子
と

同
じ
に
な
っ
て
い
る
。

■
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正

に
お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅

改
修
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書
（
議
員
提
案
）

（
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

■
公
職
選
挙
法
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
（
議
員
提
案
）

（
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

■
米
軍
関
係
者
に
よ
る
犯
罪

の
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見

書
（
議
員
提
案
）

（
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

■
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

等
を
求
め
る
意
見
書
（
議
員

提
案
）

（
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

反
対
討
論
（
土
佐
、
鈴
木
、

伊
東
）

●

集
団
的
自
衛
権
は
、
戦
争

を
回
避
す
る
抑
止
力
に
な
る
。

●

自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
は
、

新
３
要
件
が
歯
止
め
に
な
る
。

●

近
隣
国
の
脅
威
や
テ
ロ
の

不
安
が
あ
る
の
で
、
切
れ
目

の
な
い
法
制
が
必
要
。

●

憲
法
違
反
と
判
断
し
た
学

者
は
、
古
い
考
え
の
ま
ま
。

124
号
発
行
以
後
、
125
号
発
行
ま
で
の
活
動
報
告
で
す
。

５　
　
　

月

13
日　

 

細
川
慎
一
議
員
の
覚
醒
剤

所
持
・
使
用
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

 

総
務
建
設
常
任
委
員
会

27
日　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

細
川
慎
一
前
議
員
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
員
懇
談
会

６　
　
　

月

３
日　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

６
日　

本
会
議（
定
例
会
）

７
日　

本
会
議（
定
例
会
）

８
日　

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日　

 

総
務
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

 

細
川
慎
一
前
議
員
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

 

細
川
慎
一
前
議
員
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

21
日
〜 

22
日　

総
務
建
設
常
任
委

員
会
行
政
視
察

23
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

24
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

28
日
〜 

29
日　

教
育
民
生
常
任

　
　
　

委
員
会
行
政
視
察

30
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

７　
　
　

月

１
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

５
日　

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
日
誌

賛
成
討
論
（
畑
中
、
金
崎
）

●

強
行
採
決
、
議
事
録
捏
造

の
疑
い
等
、
こ
の
関
連
法
の

成
立
過
程
に
疑
問
が
あ
る
。

●

特
定
秘
密
保
護
法
に
よ
っ

て
、
既
に
国
民
の
知
る
権
利

が
奪
わ
れ
て
い
る
。

■
会
期
の
延
長

　

７
月
29
日
ま
で
、
39
日
間

の
延
長
と
す
る
。

上山口小学校運動会風景上山口小学校運動会風景
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議員氏名（議席順）

議案・決議・意見・陳情等等

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

欠　

員

山
田　

由
美

窪
田　

美
樹

畑
中
由
喜
子

石
岡　

実
成

待
寺　

真
司

伊
東　

圭
介

笠
原　

俊
一

土
佐　

洋
子

近
藤　

昇
一

結　

果

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第1号） ○○○
○
討
論

○
討
論
○○○○○○○

（
議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
）

可決

平成28年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○○○
○
討
論

○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号) ○○○
○
討
論

○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第1号） ○○○
○
討
論

○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第1号） ○○○
○
討
論

○
討
論
○○○○○○○ 可決

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例 ○○○○ ○

×
討
論
×○○○○○ 可決

葉山町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
○
討
論
○
○
討
論
○ ○

○
討
論
○
○
討
論
○○○

○
討
論

可決

安全保障関連法の廃止等を求める意見書（議員提案） ○
○
討
論

×
討
論
○ ○◎

○
討
論
○○

×
討
論
×
×
討
論

可決

◎は提案者　○は賛成　×は反対

葉山町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 可 決
葉山町非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可 決
財産の取得について（塵芥収集車１台） 可 決
工事請負契約の締結について（葉山処理区（長柄）枝線築造工事（その１）） 可 決
工事請負契約の締結について（上山口小学校グラウンド整備工事） 可 決
最低賃金改定等に関する意見書（委員会提案） 可 決
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担２分の１復元を求める意見書（委員会提案） 可 決
特別交付税の減額措置の廃止及び地域の実情を反映した地域手当支給率に改定することを求める意見
書（議員提案） 可 決

次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書（議員提案） 可 決
公職選挙法の改正を求める意見書（議員提案） 可 決
米軍関係者による犯罪の再発防止を求める意見書（議員提案） 可 決
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担２分の１復元をはかるための2017年度政府予算に
関する請願書 採 択

陳情　陳情審査の仕組みを明確にすることを求める 不採択
陳情　条例違反議員に対し議会要職の罷免等懲罰規定を求める 不採択
神奈川県最低賃金改定等についての陳情 採 択

平成28年　第２回定例会　表決結果

全会一致で決した議案等

継続して審査します
◎陳情　刑法犯及び特別法犯議員の除名および判決確定までの報酬差し止めに関する条例改正を求める
 （議会運営委員会）
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意 見 書 を 提 出 し ま し た
地方自治法第99条の規定により、国会または
関係行政庁へ送付しました。
誌面の都合上、内容は要約しています。

最低賃金改定等に関する意見書
　政府は、平成27年11月26日の一億総活躍国民会議に
おいて「一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施す
べき対策」をまとめた。
　とりわけ「ＧＤＰ（国内総生産）600兆円」の強い経
済実現に向けた当面の緊急対策の中では「最低賃金・賃
金引上げを通じた消費の喚起」として、「年率３％程度
を目途として、名目ＧＤＰの成長率に配慮しつつ引上
げていく。これにより、全国加重平均が1,000円となる
ことを目指す。このような最低賃金の引上げに向け
て、中小企業・小規模事業者の生産性向上のための支援
や、取引条件の改善等を図る」としている。
　また28年度の春闘では、「底上げ・格差是正」をキー
ワードとして、３年連続での２％台の賃上げがなされ
たが、伸び率と金額は共に過去２年に比べて鈍化した。
　現在、神奈川県最低賃金の水準は905円であり、この
水準を年収換算すると200万円にも満たず、極めて低位
な水準と言わざるを得ない状況にある。
　経済の好循環を確かなものにするためには、ＧＤＰ
の60％を占める個人消費の拡大が不可欠であり、賃金
の引上げを全ての労働者に適用される最低賃金にも波
及させることが必要である。
　よって、国においては、次の事項を実現するよう要望
する。
１　 経済の好循環の実現のため、早期に最低賃金の引

上げを行うこと。
２　 最低賃金引上げに伴う中小企業・小規模事業者へ

の支援を強化すること。

次期介護保険制度改正における
福祉用具、住宅改修の見直しに関

する意見書
　平成27年６月30日に閣議決定された「骨太の方針」の
中で、次期介護保険制度改正に向けて、軽度者に対する
福祉用具貸与等の給付の見直しを検討することが盛り
込まれた。
　仮に軽度者に対する福祉用具、住宅改修の利用が原
則自己負担になれば、特に低所得世帯等弱者の切り捨
てになりかねず、また、福祉用具、住宅改修の利用が抑
制され重度化が進展し、結果として介護保険給付の適
正化という目的に反して高齢者の自律的な生活を阻害
し給付費が増大するおそれがある。
　以上の理由から次期介護保険制度改正における福祉
用具、住宅改修の見直しにおいては、高齢者の自立を支
援し、介護の重度化を防ぐといった介護保険の理念に
沿って介護が必要な方の生活を支える観点から検討を
行うことを強く求める。

教職員定数改善と義務教育費国
庫負担制度の国負担２分の１復

元を求める意見書
　近年、不登校、いじめ等生活指導面の課題の深刻化、
日本語指導など特別な支援を必要とする子どもや障害
のある子どもへの対応など、学校を取り巻く状況は複
雑化し、学校に求められる役割は拡大している。
　さらに、新しい学習指導要領により増加した授業時
数や指導内容に対応するためには、少人数教育の推進
を含む計画的な教職員定数の改善が必要である。
　すべての地方自治体が見通しを持って安定的に教職
員を配置するためには国庫負担に裏づけされた定数改
善計画の策定が不可欠である。
　本来、憲法の要請に基づく義務教育の根幹である機
会均等、水準確保、無償制を支えるために必要な制度を
整備し、すべての子どもに居住地域に関係なく教育の
機会を保障することは国の責務である。
　よって、国においては、平成29年度の予算編成につい
て、次の事項を実現することを強く要望する。
１　 教職員定数の計画的な改善を推進すること。　
２　 義務教育費国庫負担制度を堅持し、国負担割合を

２分の１に復元すること。

特別交付税の減額措置の廃止及び地
域の実情を反映した地域手当支給率
に改定することを求める意見書

　国家公務員の地域手当は、地域民間賃金水準の反映の
ため、人事院が指定基準を作成、地方公務員の地域手当
支給率も当該基準に則り定めている。
　葉山町は、国基準の６％を超え10％支給し、国から特別
交付税を削減された。そのため、職員と町が協議、28年６
月議会で、同支給率を国基準に引き下げる議決をした。
　しかし、地域手当支給率は、逗子市・鎌倉市が15％、
横須賀市は10％である。また生活保護の級地区分は本町
と近隣市とは同等の級地区分となっている。地域手当支
給率に近隣自治体との大きな格差は到底納得できない。
　地域手当支給率は、公務員や独立行政法人等の職員給
与のみならず、福祉分野の国庫負担金、報酬等の算定基
準となっている。そのため、国基準が低い地方自治体の
中には、近隣自治体並みの地域手当支給率を設定し、人
材確保等に配慮している自治体もある。そのような地方
自治体に対し、財政的に余裕があるとして特別交付税を
減額するなどあってはならない。地域手当支給率は、同
一の生活圏・経済圏に属する「地域」を十分考慮し、設定
すべきものである。
　よって、国に対し、次の事項について強く要望する。
１　 国基準を上回る地域手当支給率を理由とした特別交
付税の減額を行わないこと。

２　 地域手当支給率は、同一の生活圏・経済圏に属する
地域に対し設定する等により地域の実情を十分反映
し、自治体間格差が生じないよう早急に改定すること。
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安全保障関連法の廃止等を求める意見書
　平成27年９月19日の参議院本会議において、安全保
障関連法は多くの国民の反対の声を無視し、十分な国
会審議を経ることなく強行採決された。
　この安全保障関連法は、歴代の政権が憲法上できな
いとしてきたこれまでの政府見解を大きく方向転換
し、集団的自衛権の行使、戦闘地域での武器や燃料な
どを補給する兵站活動、戦争状態地域での治安活動、
米軍防護の武器使用など、日本国憲法の恒久平和の原
則に背いて、日本が戦争をする国へと道を開くもので
ある。
　また、衆議院の憲法審査会では、３人の憲法学者が
違憲と明言したことは広く知られている。さらに、圧
倒的多数の憲法学者、歴代の内閣法制局長官、元最高
裁判所長官と判事、日本弁護士連合会などが「安全保
障関連法は憲法違反だ」と断じている。世論調査にお
いても、国民の多くが、政府の説明が不十分であると

しており、国民の理解が得られていないことは明白で
ある。
　本町議会においても、昨年の第２回定例会での可決
を経て「日本を『海外で戦争する国』にする『安全保
障関連法案』の廃案を求める意見書」を衆議院議長、
参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣あて
に提出したが、そういった地方議会からの声も何ら考
慮されず、強行採決となったものである。
　安倍政権は、安全保障関連法強行に際して、戦後60
年余にわたる政府の憲法解釈を一内閣の専断で180度
覆すという立憲主義を乱暴に破壊するやり方を採っ
た。安全保障関連法強行と一体に法治国家としての土
台が崩されつつあることはきわめて重大である。
　よって、本町議会は、立憲主義、民主主義を守るう
えでも安全保障関連法の廃止と集団的自衛権行使容認
の閣議決定を撤回することを強く要望する。

公職選挙法の改正を求める意見書

　公職選挙法第11条には、選挙権及び被選挙権に関する
消極的要件が規定されている。同条第１項第３号の規定
では、禁錮以上の有罪判決を受けた者であっても刑の執
行猶予が付けば、その選挙権及び被選挙権は失われな
い。公民権が国民の基本的な権利であることは言うまで
もないが、公職に就く者の犯罪に係る社会的影響の大き
さを勘案すれば、公職を選ぶ権利と公職に就く権利とは
別のものとして扱うべきである。
　そもそも、公職に就く者には住民の模範として非常に
高い倫理性、高潔性が求められることは言うまでもなく、
自ら法を逸脱した行為に手を染めるようなことはあって
はならない。特に、禁錮以上の有罪判決が確定した者が
刑の執行猶予中であることから公職に在職し続けること
は、国及び地方公共団体の品位と名誉を著しく汚すもの
であるとともに、公職に対する有権者の信頼を損なうもの
であり決して許されない。
　よって、国におかれては、公職に対する有権者の信頼が
損なわれることのないよう、禁錮以上の有罪判決が確定
し刑の執行猶予が付いた場合も被選挙権の欠格事由とす
るよう、公職選挙法の改正を早急に行うことを強く求める
ものである。

米軍関係者による犯罪の再発防止を
求める意見書

　去る５月19日、４月下旬から行方不明となっていた沖縄
県うるま市在住の女性が遺体で発見され、元海兵隊員で
米軍属の男が死体遺棄の容疑で逮捕された。その後、同
容疑者は女性に対する殺人などの疑いで再逮捕されてい
る。
　この極めて残忍で凶悪な事件の発生は、沖縄県にとど
まらず日本全体に大きな衝撃を与えた。米軍関係者によ
り尊い命が奪われるという事態が発生したことに強い憤
りを覚える。
　これまでも、米軍人・軍属等による事件・事故が発生す
るたびに多くの地方自治体などが綱紀粛正、再発防止及
び関係者への教育等を徹底するよう米軍等に強く申し入
れてきたにもかかわらず、再びこのような事件が起こった
ことは極めて遺憾である。
　神奈川県においても、平成18年及び平成20年に、本町
に隣接する横須賀市において米軍人による殺人事件が起
きており、同じ在日米軍基地所在県の地方自治体として、
今回の事件を看過することは決してできない。
　また、こうした事件が度々発生する背景には、日米地位
協定の問題があるとの指摘も踏まえる必要がある。
　よって、国においては、米軍人等を特権的に扱う身柄引
き渡し条項を含む日米地位協定の抜本的改定を行うとと
もに、あらゆる手段を講じ、米軍関係者による犯罪の再発
防止に向け、実効性ある再発防止策を早急に講じるよう
に強く求める。
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レポート
こ
れ
に
よ
り
全
国
加
重
平
均

が
１
千
円
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
。
こ
の
よ
う
な
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
向
け
て
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の

支
援
や
、
取
引
条
件
の
改
善

等
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
の
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
水
準
は
905
円
で
、

年
収
換
算
で
189
万
円
余
で
あ

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
解

消
で
き
な
い
水
準
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
出
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

１　

経
済
の
好
循
環
の
実
現

の
た
め
、
早
期
に
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
諮
問
、
改
定
を

行
う
こ
と
。

２　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

伴
う
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
。

①
国
と
し
て
実
施
し
て
い
る

各
施
策
に
お
け
る
神
奈
川

県
で
の
活
用
実
績
等
、
取

り
組
み
成
果
の
見
え
る
化

を
図
り
、
実
効
性
を
高
め

る
こ
と
。

②
公
正
な
取
引
関
係
の
確
立

に
向
け
、
為
替
変
動
・
資

材
高
騰
・
物
価
上
昇
な
ど

に
伴
う
コ
ス
ト
増
や
消
費

税
の
価
格
転
嫁
を
阻
害
す

る
行
為
へ
の
適
切
な
指
導
、

監
視
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
。

　
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
と
っ
て
は
負
担
と
な

る
面
は
あ
る
が
、
経
済
全
体

と
し
て
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
」
と
の
見
解
で
ま
と
ま
り
、

全
会
一
致
で
陳
情
を
採
択
し
、

意
見
書
を
関
係
各
機
関
に
送

付
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

副
委
員
長
の
選
任

　

土
佐
洋
子
委
員
が
当
委
員

会
の
委
員
と
し
て
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任
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れ
、

不
在
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た
副
委
員

長
に
は
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木
道
子
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が

選
任
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ま
し
た
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委
員
長　

横
山
す
み
子

教
育
民
生
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職
員
定
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改
善
と
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務
教
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費
国
庫
負
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制
度
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国
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を
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の
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０
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度
政
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予
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に
関
す
る
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書

　

日
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１
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当
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徒
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教
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１
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当
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り
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Ｃ
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に
比
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多
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。

ま
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外
国
に
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が
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の
支
援
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題
等
、
学
校
を
取
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大
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厳
し
い
財
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も

か
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独
自
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に

よ
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35
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下
学
級
を
実

施
し
て
い
る

地
方
自
治
体

も
あ
る
が
、

義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制

度
の
国
負
担

割
合
が
２
分

の
１
か
ら
３

分
の
１
に
引

き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
に
よ

り
、
自
治
体

財
政
は
圧
迫

さ
れ
教
育
条

件
格
差
が
生

じ
て
い
る
。

地
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治
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が
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通
し
を
持
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配
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教
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の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
を
堅
持
し
、
国
負

担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
。

　

以
上
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点
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い
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す
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よ
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、
国
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意
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提
出
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求
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も
の
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す
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義
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教
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定
等

に
つ
い
て
の
陳
情

　

政
府
は
、
２
０
１
５
年
11

月
26
日
の
一
億
総
活
躍
国
民

会
議
に
お
い
て
「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊

急
に
実
施
す
べ
き
対
策
」
を

ま
と
め
た
。

　
「
最
低
賃
金
・
賃
金
引
上

げ
を
通
じ
た
消
費
の
喚
起
」

と
し
て
、
年
率
３
％
を
目
途

と
し
て
引
き
上
げ
て
い
く
。

葉山小学校葉山小学校
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委員会
約
３
ト
ン
（
△
３
・
１
％
）

の
減
量
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
ご
み
処
理
経
費
も
約
875

万
円
の
減
額（
△
２
・
３
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
サ
イ
ド
か
ら
は
、
リ

バ
ウ
ン
ド
対
策
を
図
り
、さ
ら

な
る
ご
み
量
の
減
少
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
を
推
進

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

２
、 

中
学
校
給
食
の
係
る
検

討
状
況
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

職
員
よ
り
、
28
年
２
月
よ
り

順
次
実
施
し
て
き
た
、
学
校

給
食
に
関
す
る
説
明
会
の
際

に
使
用
し
た
資
料
と
、
委
員

会
報
告
用
に
追
加
さ
れ
た
資

料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い

て
の
第
１
回
説
明
会
の
ま
と

め
と
し
て
、
保
護
者
・
教
職

員
・
地
元
の
皆
さ
ま
方
の
考

え
方
や
意
見
が
示
さ
れ
ま
し

た
。「
建
設
用
地
が
上
山
口

小
学
校
旧
校
舎
で
な
け
れ
ば
、

必
要
性
も
含
め
、
給
食
セ
ン

タ
ー
化
に
は
一
定
の
理
解
は

示
さ
れ
た
」
と
の
状
況
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
教
育
委
員

会
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
８
月
ま
で
に
説

明
会
で
の
意
見
・
要
望
等
を

踏
ま
え
て
「
葉
山
町
学
校
給

食
基
本
構
想（
案
）」
を
作
成

し
て
、
当
委
員
会
や
学
校
給

食
会
で
ま
ず
は
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
、
保
護
者
・
教
職
員

等
に
対
し
て
、
２
回
目
の
説

明
会
を
開
催
し
て
、
10
月
ま

で
に
は
基
本
構
想
を
策
定
し
、

議
会
や
学
校
給
食
会
に
対
し

て
、
第
２
回
説
明
会
の
結
果

報
告
と
基
本
構
想
の
説
明
を

行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
長　

待
寺
真
司

議
会
運
営

陳
情　

議
会
議
案
採
決
条
件

に
つ
い
て
議
会
運
営
明
文
化

を
求
め
る

　

要
旨
は
、
平
成
24
年
第
２

回
定
例
会
に
議
員
提
案
さ
れ

た
議
員
報
酬
引
き
下
げ
の

「
葉
山
町
議
会
の
議
員
の
報

酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

は
、
暗
に
全
会
一
致
が
条
件

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
協
議

さ
れ
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
一
方
で
、
平

成
28
年
第
１
回
定
例
会
に
議

員
提
案
さ
れ
た
期
末
手
当
引

き
上
げ
の
「
葉
山
町
議
会
の

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
は
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

議
員
報
酬
改
正
に
伴
う
採
決

条
件
が
慣
例
に
よ
り
、
全
会

一
致
で
あ
る
な
ら
ば
議
会
基

本
条
例
又
は
会
議
規
則
で
定

め
る
よ
う
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　
「
本
町
議
会
に
お
い
て
、

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
は
全

会
一
致
、
引
き
下
げ
は
多
数

決
と
い
う
採
決
を
制
限
す
る

議
会
運
営
は
し
て
い
な
い
。

議
員
報
酬
改
正
の
み
な
ら
ず

案
件
の
可
否
は
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
、
出
席
議

員
の
過
半
数
で
決
す
る
も
の

で
あ
り
、
採
決
条
件
を
議
会

基
本
条
例
又
は
会
議
規
則
に

規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、

賛
成
な
し
に
よ
り
不
採
択
と

決
し
ま
し
た
。

陳
情　

陳
情
審
査
の
仕
組
み

を
明
確
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
　

要
旨
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
請

願
・
陳
情
の
審
査
順
序
の
フ

ロ
ー
は
、
現
実
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
陳
情
に
よ

っ
て
委
員
会
に
付
託
せ
ず
に

本
会
議
で
審
議
・
採
決
を
す

る
不
公
平
と
と
れ
る
審
査
を

行
っ
て
い
る
。
陳
情
審
査
の

仕
組
み
を
町
民
に
明
確
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　
「
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
請
願
・
陳
情

の
審
査
順
序
の
フ
ロ
ー
は
、

一
般
の
人
に
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
簡
潔
に
表
示
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

陳
情
の
審
査
除
外
と
な
る
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
フ
ロ
ー

と
同
ペ
ー
ジ
内
で
詳
し
く
説

所
管
事
務
調
査　

１
、 

平
成
27
年
度
ご
み
量
検

証
報
告
に
つ
い
て

　

環
境
課
及
び
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
、
平
成
27

年
度
の
ご
み
量
の
推
移
と
、

決
算
見
込
み
額
に
関
し
て
、

26
年
度
の
比
較
を
中
心
に
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
戸
別

収
集
と
な
っ
た
、
可
燃
ご

み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

収
集
量
は
減
少
す
る
一
方
、

分
別
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

増
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

計
画
収
集
総
量
は
、
年
間
で

視察した大井町給食センター視察した大井町給食センター
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明
し
て
お
り
、
本
陳
情
の
主

張
す
る
フ
ロ
ー
の
不
備
は
な

い
」「
会
議
に
付
さ
れ
た
陳

情
の
委
員
会
付
託
を
議
会
の

議
決
で
省
略
で
き
る
こ
と
は

会
議
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。
陳
情
人
が
指
摘
す
る
陳

情
第
28

－

14
号
は
、
細
川
慎

一
議
員
の
住
所
を
明
ら
か
に

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
内
容

で
あ
り
、
単
純
、
か
つ
、
急

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

判
断
か
ら
委
員
会
へ
の
付
託

を
省
略
し
た
も
の
で
、
本
陳

情
の
主
張
す
る
不
公
平
な
審

査
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
の

意
見
で
ま
と
ま
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
不

採
択
と
決
し
ま
し
た
。

陳
情　

条
例
違
反
議
員
に
対

し
議
会
要
職
の
罷
免
等
懲
罰

規
定
を
求
め
る

　

要
旨
は
、
議
員
が
地
方
自

治
法
第
134
条
に
規
定
す
る
懲

罰
対
象
で
は
な
い
条
例
に
違

反
し
た
場
合
の
懲
罰
を
議
会

基
本
条
例
ま
た
は
政
治
倫
理

条
例
に
規
定
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
地
方
自
治
法
第
134
条
第

細
川
慎
一
前
議
員
に

関
す
る
調
査
特
別

　

平
成
28
年
４
月
７
日
に
資

格
決
定
を
議
決
し
て
以
降
の

主
だ
っ
た
動
き
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

陳
情　

覚
せ
い
剤
所
持
で
起

訴
さ
れ
た
細
川
慎
一
議
員
の

報
酬
差
し
止
め
を
求
め
る
陳

情
　

要
旨
は
、
細
川
慎
一
議
員

が
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
の

疑
い
で
２
月
16
日
に
逮
捕
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
月
23

日
に
葉
山
町
議
会
の
議
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
、
勾

留
期
間
中
に
限
り
報
酬
の
支

払
い
を
差
し
止
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
同
条
例

で
は
保
釈
と
な
っ
た
３
月
10

日
以
降
の
議
員
報
酬
は
支
払

い
が
発
生
す
る
仕
組
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
覚
せ
い
剤
取

締
法
違
反
の
罪
を
犯
し
た
細

川
被
告
人
が
除
名
も
さ
れ
ず

報
酬
の
支
払
い
を
受
け
続
け

る
と
い
う
異
常
な
事
態
を
早

急
に
解
消
す
る
た
め
、
所
要

の
条
例
改
正
等
の
措
置
を
緊

急
に
講
じ
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
「
当
該
議
員
は

平
成
28
年
４
月
７
日
付
け
の

資
格
決
定
の
結
果
、
失
職
し

て
お
り
、
現
況
と
し
て
議
員

報
酬
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
陳
情
者
の
願
意

は
達
成
さ
れ
た
と
判
断
す

る
」
と
し
て
趣
旨
了
承
と
の

意
見
で
ま
と
ま
り
、
全
会
一

致
に
よ
り
趣
旨
了
承
と
決
し

ま
し
た
。

５
月
13
日

● 

細
川
慎
一
前
議
員
に
対
す

る
有
罪
判
決
に
つ
い
て

● 

細
川
前
議
員
が
県
に
提
出

し
た
執
行
停
止
の
申
立
て

（
議
会
が
行
な
っ
た
議
員

の
資
格
を
有
し
な
い
と
の

決
定
の
効
力
停
止
を
求
め

る
も
の
）
に
対
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

● 

委
員
会
の
名
称
変
更

５
月
27
日

● 

細
川
前
議
員
が
県
に
対
し

審
査
申
立
書
（
議
会
が
行

な
っ
た
議
員
の
資
格
を
有

し
な
い
と
の
決
定
の
取
り

消
し
を
求
め
る
も
の
）
を

提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て

● 

議
会
の
弁
明
書
の
作
成
等

を
弁
護
士
に
委
託
す
る
こ

と
に
つ
い
て

６
月
10
日

● 

審
査
申
立
書
に
対
す
る
議

会
の
弁
明
書
に
つ
い
て

④
議
席
の
変
更

⑤ 

議
案
の
電
子
デ
ー
タ
化

　

第
２
回
定
例
会
よ
り
、
総

務
課
か
ら
予
算
書
、
決
算
書

を
除
く
議
案
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
提

供
さ
れ
る
。

⑥ 

会
期
の
延
長

　

第
２
回
定
例
会
の
会
期
を

38
日
間
延
長
し
、
７
月
29
日

ま
で
と
す
る
。

⑦ 

平
成
28
年
度
行
政
視
察

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
と

合
同
で
行
う
。

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

１
項
の
規
定
に
よ
り
懲
罰
の

対
象
と
な
る
の
は
、
地
方
自

治
法
、
会
議
規
則
及
び
委
員

会
に
関
す
る
条
例
に
違
反
し

た
場
合
で
あ
り
、
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
懲
罰
の
手
続
き

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会

議
規
則
で
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
陳
情
人
が
求
め

る
地
方
自
治
法
の
規
定
以
外

の
懲
罰
を
議
会
基
本
条
例
ま

た
は
政
治
倫
理
条
例
に
規
定

す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
法

に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
本
陳
情
に
は
賛
同
で
き

な
い
」
と
の
意
見
で
ま
と
ま

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
な

し
に
よ
り
不
採
択
と
決
し
ま

し
た
。

そ
の
他

①
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

　

５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
実
施
す
る
。

②
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　

日
本
赤
十
字
社
へ
議
員
１

人
あ
た
り
１
万
円
で
計
13

万
円
を
送
金
し
た
。

③ 

委
員
の
変
更

　

細
川
議
員
の
失
職
に
伴
い
、

変
更
等
を
行
っ
た
。

提供　横浜税関
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逗子市のごみ処理施設逗子市のごみ処理施設

６
月
17
日

● 
細
川
前
議
員
が
県
に
提
出

し
た
上
申
書
に
つ
い
て

 

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

議
員
懇
談
会

町
長
招
集
に
よ
る
会
議

５
月
27
日

　
「
ご
み
処
理
広
域
化
に
向

け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
、
逗
子
市
、
葉
山

町
で
、
ご
み
処
理
広
域
化
の

検
討
委
員
会
準
備
会
が
開
か

れ
、
こ
れ
ま
で
２
市
で
進
め

て
き
た
ご
み
処
理
広
域
化
に

つ
い
て
葉
山
町
も
加
わ
っ
て

検
討
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
ご
み
処
理
広
域
化
の
検

討
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
逐
一
、
議
会
へ
資
料

提
供
し
た
い
と
の
説
明
も
あ

り
ま
し
た
。記　

近
藤　

昇
一

全
員
協
議
会

議
長
招
集
に
よ
る
会
議

６
月
３
日

１　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

長
柄
地
区
の
公
共
下
水
道

枝
線
工
事
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

長
柄
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
そ

ば
の
旧
逗
葉
新
道
の
開
削
工

事
が
昼
間
お
こ
な
わ
れ
る
た

め
、
議
員
か
ら
、
交
通
渋
滞

を
懸
念
す
る
声
が
あ
り
ま
し

た
。

２　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

３　

旧
役
場
前
バ
ス
停
の
整

備
に
つ
い
て

　

神
奈
川
県
が
行
う
旧
役
場

前
の
バ
ス
停
工
事
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
渋
滞
解
消
と
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
神
奈

川
県
が
バ
ス
ベ
イ
を
建
設
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
工
事
に
あ
た
り
、
旧

役
場
跡
地
の
町
有
地
の
一
部

を
県
に
売
却
し
ま
す
が
、
議

会
の
議
決
案
件
で
な
い
た
め
、

議
会
に
も
地
元
町
内
会
に
も

事
前
に
説
明
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
議
員
か
ら

地
元
及
び
議
会
軽
視
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。 

議
長　

近
藤　

昇
一

平成27年度　行政視察受入れ状況
№ 日時 市町村名 主体 人数 目的

１ ７月16日 京都府久世郡久御山町議会 議長及び総務事業常
任委員会 ８ 防災行政の取り組みについて

２ ７月31日 神奈川県高座郡寒川町議会 議会改革推進委員会 ８ 委員会等中継（ライブ及び録画）映像
配信について

３ ８月19日 広島県庄原市議会 総務財政常任委員会 ８ 総合計画後期基本計画策定について

４ 11月10日 愛知県知多郡東浦町議会 議会運営委員会 ８ 議会改革について（今まで行なわれ
た改革・これからの改革）

５ １月18日 栃木県芳賀郡芳賀町議会 会派（芳賀政友会） ７ ごみ減少化の取り組みについて

旧役場跡地バスベイ工事旧役場跡地バスベイ工事

に
つ
い
て

　

上
山
口
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
土
の
入
れ
替

え
と
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
交
換
を

行
う
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
は
10

月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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10人が町政を問う
質問者の提出原稿を基に編集しています

質問

■ 一般質問とは
　議員が町長等（執行機関）に対し、町政全般の事務の執行状況や将来方針等の所信や疑問を
ただすこと、あるいは報告や説明を求めることです。
詳しくは議会ホームペ－ジをご覧ください。http://www.town.hayama.lg.jp/gikai/

横山すみ子
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の
バ
ス
路
線
延
伸
の
見
通
し
は

町
長　

こ
れ
で
と
い
う
案
が
で
き
た
ら
、
乾
坤
一
擲
、
本
社
へ
行
き
た
い

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
開
業
ま
で
の
課

題
は
。

町
長　

９
月
１
日
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
テ
ナ
ン
ト
内
装
工

事
を
７
月
着
工
。
交
通
安
全

対
策
面
の
調
整
等
を
行
う
と

認
識
し
て
い
る
。
隣
接
緑
地

部
分
は
、
27
年
度
の
散
策
路
、

植
栽
等
に
続
き
、
28
年
度
は

橋
梁
ほ
か
の
工
事
を
行
う
。

問　

施
設
内
の
町
使
用
ス
ペ

ー
ス
貸
し
出
し
基
準
は
。

町
長　

１
階
の
多
目
的
会
議

室
25
坪
は
、
町
内
外
の
方
が

利
用
可
能
、
料
金
体
系
は
近

隣
自
治
会
館
の
基
準
に
準
じ

た
設
定
で
、
検
討
中
で
あ
る
。

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
隣

接
す
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
13

坪
は
、
写
真
展
、
絵
画
展
等
、

住
民
交
流
の
場
と
し
て
、
店

舗
と
の
共
同
使
用
を
検
討
中
。

問　

こ
の
施
設
へ
の
バ
ス
路

線
延
伸
の
見
通
し
は
。

町
長　

今
後
商
工
会
が
主
体

で
長
柄
の
町
内
会
・
自
治
会

と
合
議
体
を
つ
く
り
、
事
業

者
へ
要
望
書
を
提
出
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
町
は
、
今
後

の
取
り
組
み
を
支
援
し
た
い
。

問　

バ
ス
路
線
延
伸
は
、
町

長
の
本
腰
の
姿

勢
が
大
切
だ
。

町
長　

案
が
ま

と
ま
っ
た
段
階

で
本
社
に
話
に

行
き
た
い
。

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
で
の

野
菜
や
魚
介
類
、

肉
等
の
販
売
は
。

町
長　

野
菜
や

魚
介
類
等
は
、

よ
こ
す
か
葉
山

農
協
、
町
漁
協

と
の
調
整
を
終
え
、
取
り
扱

わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問　

空
き
家
調
査
結
果
の
、

町
と
し
て
の
評
価
は
。

町
長　

予
想
よ
り
少
な
い
が
、

管
理
不
全
が
約
40
軒
あ
っ
た
。

問　

対
策
の
計
画
づ
く
り
は
。

町
長　

28
年
度
、
空
き
家
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。プレオープンの HAYAMA STATIONプレオープンの HAYAMA STATION



一　般　質　問

15 議会だより　第125号

平成28年７月19日発行

員
会
も
設
置
し
、
十
分
に
内

容
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

問　

夏
の
海
水
浴
場
開
設
に

向
け
て
、
28
年
度
の
新
た
な

取
組
み
は
。

町
長　

警
察
関
係
に
対
す
る

飲
酒
に
関
す
る
取
締
ま
り
、

検
問
に
つ
い
て
の
強
化
の
依

頼
、
海
の
家
等
を
含
め
た
話

し
合
い
の
場
を

設
け
る
こ
と
。

ま
た
、
風
紀
の

向
上
を
町
内
外

に
も
強
力
に
発

信
し
つ
つ
、
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化

に
努
め
て
い
く
。

問　

よ
り
実
践

的
な
防
災
訓
練

を
す
る
べ
き
で

は
。

町
長　

各
種
訓

練
は
毎
年
積
み

重
ね
て
い
る
。

参
考
に
な
る
訓

練
な
ど
あ
れ
ば
、

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
く
。

問　

南
郷
上
ノ
山
公
園
の
設

備
改
善
等
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

使
用
後
の
グ
ラ

ン
ド
整
備
や
施
設
の
使
用
方

法
な
ど
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
施
設
の
有
効
活
用
法

な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

窪田美樹

町
道
が
デ
コ
ボ
コ
で
危
な
い

都
市
経
済
部
長　

危
険
性
・
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
即
対
応
し
て
い
く

問　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
町
道

が
デ
コ
ボ
コ
で
危
な
い
。
訴

え
て
も
直
ら
な
い
と
聞
く
。

整
備
計
画
が
必
要
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
は
地
下
の
状
況
等

で
計
画
が
難
し
い
。
危
険

性
・
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は

即
対
応
し
て
い
く
。

問　

ど
こ
が
判
断
す
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長　

段
差
や
陥

没
で
危
険
度
を
管
理
者
の
責

任
と
し
て
判
断
し
て
い
く
。

問　

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
後
、

暗
く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
る
。

設
置
基
準
と
対
応
は
。

都
市
経
済
部
長　

基
準
は
同

じ
。
30
㍍
ご
と
に
１
本
の
基

準
は
変
え
ず
、
位
置
変
更
や

立
木
伐
採
等
で
対
応
す
る
。

問　

に
こ
に
こ
保
育
園
周
辺

の
街
路
灯
増
設
の
要
望
書
が
、

27
年
11
月
近
隣
住
民
の
方
も

通
学
通
園
に
危
険
と
504
人
の

署
名
を
添
付
し
、
町
、
議
会

に
提
出
さ
れ
た
が
対
応
し
て

い
な
い
。
町
と
し
て
再
度
の

相
談
・
調
節
が
必
要
で
は
。

福
祉
部
長　

設
置
基
準
は
満

た
し
て
お
り
対
応
で
き
な
い
。

要
望
時
、
提
出

者
・
園
と
懇
談
し
、

園
で
の
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
が

確
認
を
行
う
。

問　

７
期
の
介
護

保
険
事
業
計
画
で

は
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
増
設
が
考

え
ら
れ
る
。
相
談

し
や
す
い
場
所
に

複
合
的
な
も
の
を

考
え
て
は
。

福
祉
部
長　

公
共

施
設
計
画
に
建
物

建
設
は
な
い
。
増

設
は
、
意
見
を
聞

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

学
校
給
食
説
明
会
で
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

上
山
口
小
以
外
の

保
護
者
は
、
セ
ン
タ
ー
化
に

は
一
定
の
理
解
は
あ
っ
た
。

場
所
は
、
反
対
や
疑
問
が
残

る
と
の
声
が
多
く
、
一
か
ら

検
証
課
題
と
す
る
。

デコボコの町道デコボコの町道

町立図書館町立図書館

石岡実成

公
共
施
設
問
題
の
優
先
順
位
は

政
策
財
政
部
長　

コ
ス
ト
面
を
含
め
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
対
応
し
て
い
く

問　

今
後
の
葉
山
町
を
語
る

上
で
、
い
か
に
公
共
施
設
問

題
に
取
り
組
む
か
が
重
要
で

は
。

政
策
財
政
部
長　

人
口
を
維

持
し
て
い
く
政
策
体
系
を
取

り
つ
つ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
、
施
設
の
利
用
状
況
や
実

態
を
十
分
把
握
す
る
中
で
、

用
途
の
見
直
し
や
再
配
置
を

検
討
し
て
い
く
。

問　

長
寿
命
化
だ
け
で
は
、

安
全
性
に
も
疑
問
が
残
り
、

最
終
的
な
コ
ス
ト
増
も
懸
念

さ
れ
る
が
。

政
策
財
政
部
長　

優
先
的
に

長
寿
命
化
を
図
る
上
で
、
大

規
模
修
繕
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

或
い
は
再
配
置
を
す
る
べ
き

か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
策
定
委



一　般　質　問

16議会だより　第125号

平成28年７月19日発行

を
発
信
し
た
い
と
思
う
。

問　

海
の
家
の
利
益
だ
け
の

た
め
に
、
海
岸
に
電
柱
が
立

て
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
た
。
景

観
の
た
め
、
今
年
の
夏
が
終

わ
り
次
第
撤
去
し
、
以
前
の

方
法
に
戻
す
べ
き
だ
。

町
長　

疑
義
と
し
て
受
け
と

め
、
海
の
家
組
合
と
の
交
渉

を
始
め
た
。
電
柱

問
題
は
、
ま
ず
は

海
岸
か
ら
取
組
む

方
針
で
進
め
て
い

る
。

問　

町
中
の
無
電

柱
化
の
最
大
の
問

題
は
コ
ス
ト
。
自

治
体
単
独
で
は
メ

ー
ト
ル
単
価
約
60

万
円
で
、
主
要
箇

所
当
た
り
で
約
１

億
円
か
か
る
が
、

企
業
、
国
、
自
治

体
で
行
え
ば
３
分

の
１
負
担
に
な
り
、

実
現
可
能
性
が
見

え
て
く
る
。
働
き
か
け
を
す

べ
き
だ
。

都
市
経
済
部
長　

無
電
柱
化

協
議
会
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
提
案
し
、
全
国
で
採
択
さ

れ
な
い
と
補
助
金
が
付
か
な

い
の
が
実
情
。
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
が
、
情
報
収
集
し
進
め

た
い
。

海岸の電柱海岸の電柱

問　

景
観
に
最
も
厳
し
い
京

都
市
で
も
政
治
活
動
ポ
ス
タ

ー
は
規
制
外
だ
が
、
条
例
に

倣
う
よ
う
議
員
に
依
頼
し
た
。

政
党
や
政
治
家
は
、
条
例
が

な
く
て
も
自
ら
率
先
し
て
景

観
に
配
慮
す
る
と
の
前
提
が

成
り
立
つ
こ
と
か
ら
だ
と
思

う
。
政
治
活
動
ポ
ス
タ
ー
は

景
観
上
問
題
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
人
は
多
い
は
ず
だ
。

観
光
地
葉
山
の
発
展
を
見
据

え
て
、
同
様
に
お
願
い
す
る

こ
と
で
効
果
が
期
待
で
き
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

景
観
に
配
慮
し
、
目

立
つ
形
は
避
け
る
べ
き
。
こ

う
し
た
課
題
に
対
し
、
行
政

単
体
で
は
な
く
、
議
会
も
含

め
た
両
輪
と
し
て
、
葉
山
は

常
に
取
組
み
を
進
め
る
姿
勢

飯山直樹

政
治
活
動
ポ
ス
タ
ー
は
景
観
上
問
題
が
あ
る

町
長　

景
観
に
配
慮
し
、目
立
つ
形
は
避
け
る
べ
き

土佐洋子
「
メ
ダ
ル
の
取
れ
る
選
手
の
輩
出
」
と
は

町
長　

葉
山
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
環
境
整
備
だ

問　

町
内
の
応
急
仮
設
住
宅

建
設
用
地
の
候
補
地
は
。

町
長　

６
つ
の
小
・
中
学
校

及
び
南
郷
上
ノ
山
公
園
、
一

色
岡
公
園
、
木
古
庭
公
園
。

今
後
、
国
有
地
・
民
有
地
を

含
め
た
土
地
を
検
討
し
た
い
。

問　

空
き
家
対
策
協
議
会
の

設
置
は
し
な
い
の
か
。

町
長　

28
年
度
設
置
予
定
で
、

空
き
家
の
利
活
用
や
管
理
の

行
き
届
い
て
い
な
い
空
き
家

の
対
応
な
ど
検
討
を
行
う
。

問　

空
き
家
の
利
活
用
は
。

町
長　

資
産
価
値
の
あ
る
物

件
は
、
不
動
産
事
業
者
と
の

連
携
、
情
報
共
有
を
図
る
。

問　

空
き
家
対
策
協
議
会
の

構
成
員
に
行
政
書
士
及
び
宅

地
建
物
取
引
業
者
を
加
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

政
策
財
政
部
長　

国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
つ
つ

選
考
し
て
い
き
た
い
。

問　

５
月
に
行
わ
れ
た
ヨ
ッ

ト
の
世
界
選
手
権
で
観
戦
艇

な
ど
に
無
料
で
乗
船
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ル
ー
ル
や
コ

ー
ス
な
ど
を
知
ら
な
い
と
面

白
さ
が
わ
か
ら
な
い
の
で
は
。

教
育
部
長　

乗
船
者
が
海
面

を
進
む
だ
け
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
ス
タ
ッ
フ
が
船
に
乗

れ
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

問　

町
長
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
だ
け
で
は
な

く
メ
ダ
ル
の
取
れ
る
選
手
を

輩
出
す
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

町
長　

ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
の

環
境
を
さ
ら
に
整
備
す
る
事

が
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
。

問　

海
岸
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
活
用
し
て
の
有

償
ご
み
の
分
別
回
収
と
は
。

都
市
経
済
部
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
協
力
に
よ
り
各
海
岸
に

つ
い
て
実
施
す
る
予
定
。
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員
は
一
色

と
森
戸
海
岸
で
実
施
予
定
。

行政書士マスコットのユキマサくん行政書士マスコットのユキマサくん
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鎌
倉
市
の
下
水
流
出
事
故
の
教
訓
は

町
長　

耐
震
対
策
を
施
し
た
圧
送
管

金崎ひさ

給
食
セ
ン
タ
ー
の
候
補
地
は
白
紙
な
の
か

町
長　

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味

問　

鎌
倉
市
稲
村
ケ
崎
の
下

水
流
出
事
故
は
地
盤
沈
下
の

影
響
ら
し
い
が
、
何
か
教
訓

は
得
ら
れ
た
か
。

町
長　

当
町
で
も
、
汚
水
を

圧
送
し
て
い
る
。
長
柄
交
差

点
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で

は
、
耐
震
対
策
を
施
し
た
圧

送
管
を
埋
設
し
て
あ
る
。

問　

集
中
シ
ス
テ
ム
は
、
事

故
が
起
き
る
と
被
害
が
大
き

い
。
10
年
概
成
プ
ラ
ン
を
見

直
す
可
能
性
は
な
い
か
。

町
長　

プ
ラ
ン
が
始
ま
る
前

に
見
直
し
と
は
言
い
に
く
い
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
は
、
上
山
口
小
旧
校

舎
の
他
に
適
地
は
な
い
の
か
、

検
討
経
過
が
わ
か
る
資
料
を

出
す
べ
き
で
は
。
親
子
方
式

や
自
校
方
式
の
試
算
も
、
出

す
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

教
育
長　

基
本
構
想
案
で
は
、

費
用
の
試
算
を
含
む
資
料
に

つ
い
て
も
対
応
し
た
い
。

問　

下
山
口
地
区
で
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
計
画
が
連
続
し

て
い
る
。
地
域
住
民
が
不
安

を
感
じ
る
よ
う
な
計
画
が
強

行
さ
れ
な
い
よ
う
、
風
致
地

区
の
種
別
を
見
直
す
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

利
害
関
係
を
有
す
る

方
々
と
の
調
整
も
必
要
。

問　

福
島
原
発
か
ら
の
再
汚

染
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

町
内
で
の
放
射
能
測
定
は
。

総
務
部
長　

開
庁
日
に
役
場

の
駐
車
場
で
測
定
し
て
い
る
。

下
水
道
施
設
と
給
食
施
設
で

も
、
随
時
実
施
し
て
い
る
。

問　

時
々
で
い
い
か
ら
、
校

庭
や
子
ど
も
た
ち
の
通
り
道

等
を
測
定
し
て
ほ
し
い
が
。

教
育
部
長　

持
ち
帰
っ
て
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

海
水
の
検
査
は
。

総
務
部
長　

行
っ
て
い
な
い
。

県
・
国
が
関
係
す
る
の
で
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
。稲村ヶ崎の流出事故現場稲村ヶ崎の流出事故現場

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
説
明
会
で
の
意
見
は
。

教
育
長　

セ
ン
タ
ー
化
に
は

一
定
の
理
解
を
示
し
、
候
補

地
に
は
反
対
の
意
見
だ
っ
た
。

問　

小
学
校
給
食
の
自
校
方

式
へ
の
こ
だ
わ
り
は
。

教
育
長　

多
く
の
保
護
者
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
化
や
む
な
し
、

と
の
理
解
を
得
た
。

問　

候
補
地
と
し
て
、
上
山

口
旧
校
舎
の
反
対
意
見
と
は
。

教
育
長　

道
の
狭
さ
と
２
㌧

車
が
１
日
10
回
以
上
行
き
来

す
る
こ
と
へ
の
不
安
が
強
い
。

問　

候
補
地
は
白
紙
か
。

教
育
長　

町
有
地
を
一
か
ら

慎
重
に
検
討
し
直
す
。

問　

基
本
構
想
案
の
完
成
は
。

教
育
部
長　

８
月
頃
の
予
定
。

そ
れ
を
も
と
に
、
新
た
に
説

明
会
を
開
催
し
た
い
。

問　

戸
別
収
集
品
の
持
ち
込

み
を
有
料
に
し
た
反
響
は
。

町
長　

苦
情
は
な
い
。

問　

高
齢
社
会
に
合
わ
せ
て
、

資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
廃
止

し
全
品
目
を
戸
別
収
集
と
し
、

持
ち
込
み
ご
み
は
全
て
有
料

と
い
う
や
り
方
は
い
か
が
か
。

環
境
部
長　

将
来
的
に
は
そ

の
よ
う
な
調
査
研
究
が
必
要
。

問　

逗
子
・
鎌

倉
両
市
と
の
ご

み
処
理
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

２
市
１

町
ご
み
処
理
広

域
化
検
討
協
議

会
を
開
催
。

問　

逗
子
市
と

の
連
携
は
。

環
境
部
長　

ま

ず
は
既
存
施
設

で
の
処
理
を
話

し
合
う
。

問　

２
市
１
町

の
広
域
処
理
計
画
の
策
定
は

い
つ
か
。

環
境
部
長　

な
る
べ
く
早
く
。

問　

今
回
の
葉
山
町
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
の
改
定
と
広

域
処
理
と
の
整
合
性
は
。

環
境
部
長　

必
要
に
応
じ
て

再
び
改
定
す
る
。

問　

南
郷
の
悪
臭
は
、
し
尿

投
入
と
関
わ
り
は
な
い
の
か
。

環
境
部
長　

原
因
を
究
明
中
。

見直しとなった候補地見直しとなった候補地
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若
者
の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
画
を

政
策
財
政
部
長　

対
応
を
図
っ
て
い
く

畑中由喜子

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
簡
易
的
改
修
に
補
助
制
度
を

都
市
経
済
部
長　

検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
る

問　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

は
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
早
急
に
策
定
し
公

表
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

県
は
28
年
度
策

定
予
定
だ
。
調
査
研
究
し
て

内
容
を
精
査
し
て
い
く
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は
。

総
務
部
長　

設
置
は
完
了
し

て
い
る
。
状
況
を
み
て
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

問　

野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
助
成
を
す
べ
き
だ
が
。

鎌
倉
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
助
成
し
て
い
る
が
。

町
長　

他
市
の
状
況
に
つ
い

て
研
究
す
る
時
間
が
欲
し
い
。

問　

鎌
倉
市
で
は
、
犬
の
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
挿
入
の
助
成

も
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

町
長　

迷
い
犬
の
飼
い
主
を

探
す
際
に
活
用
す
る
た
め
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

の
購
入
を
検
討
す
る
。

問　

三
浦
半
島
建
築
高
等
職

業
訓
練
校
へ
、
近
隣
市
は
全

て
補
助
し
て
い
る
。
当
町
も

補
助
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

町
長　

支
援
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
是
非
と
も
取
り

組
み
た
い
。

問　

若
者
の
政
策
形
成
過
程

へ
の
参
画
を
進
め
る
べ
き
だ
。

政
策
財
政
部
長　

対
応
を
図

っ
て
い
く
。

問　

食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
だ
。
当
町
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

商
工
会
を
通

じ
て
店
舗
等
へ
趣
旨

を
伝
え
て
い
る
。

教
育
長　

調
理
実
習

の
際
等
必
要
以
上
に

食
材
購
入
を
し
な
い
、

食
べ
残
し
を
出
さ
な

い
等
、
指
導
し
て
い
る
。

問　

災
害
時
備
蓄
品
で
消
費

期
限
の
迫
っ
た
食
品
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
で
の
引
き
取
り
が

あ
る
。
対
応
す
べ
き
だ
が
。

総
務
部
長　

活
用
を
検
討
。庁舎地下の災害時備蓄品庁舎地下の災害時備蓄品

問　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

も
地
震
に
よ
る
死
者
の
多
く

は
建
物
の
下
敷
き
な
ど
に
よ

る
圧
死
や
窒
息
死
で
あ
っ
た
。

住
宅
の
耐
震
改
修
を
促
進
す

べ
き
だ
が
う
ま
く
進
ま
な
い
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
簡
易

的
な
改
修
は
工
期
も
短
く
、

工
費
も
安
く
上
が
る
。
補
助

制
度
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

今
後
検
討

す
べ
き
課
題
だ
と
考
え
る
。

問　

三
浦
半
島
に
は
、
衣
笠

断
層
、
北
武
・
武
山
断
層
等

が
知
ら
れ
て
お
り
、
県
の
調

査
で
は
葉
山
町
を
通
り
江
ノ

島
方
面
に
向
か
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
南
海
・

駿
河
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す

る
巨
大
地
震
の
確
率
も
高
ま

っ
て
い
る
。
地
震
災
害
へ
の

備
え
と
し
て
、
断
層
や
破
砕

帯
を
正
し
く
知
り
、
地
滑
り

危
険
区
域
と
同
様
に
危
険
を

想
定
し
て
対
処
す
る
こ
と
が

一
番
の
防
災
で
は
な
い
か
。

町
長　

現
段
階
で
町
が
で
き

る
の
は
三
浦
半
島
地
域
と
し

て
調
査
依
頼
し
、
情
報
が
明

ら
か
に
な
り
次
第
速
や
か
に

周
知
し
て
い
く
こ
と
と
思
う
。

問　

昨
年
、
町
内
で
死
亡
事

故
が
起
き
た
。
歩
道
の
な
い

県
道
上
を
歩
い
て
い
た
歩
行

者
と
狭
い
車
道
上
を
走
っ
て

い
た
自
転
車
の
事
故
だ
っ
た
。

国
や
県
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
求
め
て
い
る

の
か
。

町
長　

歩
行
者

と
通
行
車
両
双

方
が
安
全
か
つ

安
心
に
通
行
で

き
る
よ
う
歩
道

確
保
及
び
バ
ス

ベ
イ
の
設
置
な

ど
、
歩
道
整
備

を
求
め
て
い
る
。

問　

高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
数
は
少
な
く
て
も
生
活
が

苦
し
い
と
い
う
実
態
が
あ
る

以
上
、
手
を
差
し
伸
べ
る
優

し
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
が
。

福
祉
部
長　

慎
重
に
対
応
し

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。 倒壊後 倒壊後 耐震シェルター内部耐震シェルター内部

防災食防災食



一　般　質　問

19 議会だより　第125号

平成28年７月19日発行

待寺真司

仮
設
ト
イ
レ
の
事
前
協
定
締
結
を

町
長　

速
や
か
に
研
究
し
、
前
向
き
に
考
え
る

問　

長
期
滞
在
避
難
場
所
の

学
校
施
設
が
、
使
用
不
能
に

陥
る
と
大
変
な
事
態
を
招
く
。

窓
ガ
ラ
ス
等
の
対
策
は
。

教
育
部
長　

飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
は
、
校
舎
は
平
成
８
年

か
ら
10
年
、
体
育
館
は
平
成

９
年
か
ら
11
年
の
間
に
工
事

は
完
了
。
テ
レ
ビ
は
落
下
防

止
ベ
ル
ト
で
、
本
棚
や
掃
除

用
具
箱
は
、
Ｌ
字
金
具
や
直

接
床
固
定
な
ど
で
対
応
済
み
。

問　

学
校
の
防
災
倉
庫
に
は

除
菌
ス
プ
レ
ー
や
消
臭
剤
・

芳
香
剤
な
ど
の
、
ト
イ
レ
関

連
用
品
の
備
蓄
を
望
む
が
。

総
務
部
長　

全
体
的
な
見
直

し
の
中
で
、
衛
生
面
に
十
分

配
慮
し
て
検
討
し
た
い
。

問　

仮
設
ト
イ
レ
は
、
事
前

に
レ
ン
タ
ル
業
者
と
協
定
を

結
び
、
使
用
後
に
蓋
が
跳
ね

戻
る
タ
イ
プ
で
、
照
明
器
具

付
き
を
設
置
す
べ
き
だ
が
。

町
長　

精
神
的
に
ト
イ
レ
が

ど
う
影
響
す
る
の
か
を

考
慮
さ
れ
た
提
言
だ
。

速
や
か
に
研
究
し
、
前

向
き
に
考
え
る
。

問　

学
校
に
は
児
童
・
生
徒

の
非
常
時
の
、
水
や
食
糧
を

備
蓄
す
べ
き
と
進
言
す
る
が
、

役
場
地
下
倉
庫
の
水
・
食
糧

の
分
散
備
蓄
も
行
う
べ
き
だ
。

総
務
部
長　

課
題
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
十
分
調
整
し

検
討
を
進
め
る
。

問　

高
齢
者
や
要
援
護
者
対

応
の
た
め
、
福
祉
文
化
会
館

は
長
期
避
難
滞
在
場
所
に
変

更
す
べ
き
と
強
く
思
う
が
。

総
務
部
長　

別
の
位
置
付
け

も
あ
る
の
で
検
証
し
て
い
く
。

問　

現
在
、
一
色
小
学
校
で

の
避
難
所
運
営
の
取
り
組
み

を
拡
大
し
て
い
く
べ
き
だ
が
。

教
育
長　

防
災
だ

け
で
は
な
く
、
地

域
と
学
校
が
運
営

に
関
し
て
も
意
見

交
換
や
連
携
を
図

る
先
鞭
と
し
て
捉

え
、
校
長
会
で
も

伝
え
て
い
る
。

大切なトイレ環境大切なトイレ環境

益城町の仮設トイレ益城町の仮設トイレ

　
「
葉
山
町
公
共
施
設
白
書
」

か
ら
公
共
施
設
の
特
徴
を
分

析
、
必
ず
起
こ
る
更
新
問

題
・
費
用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
等
、
長
寿
命
化
・
改
修

時
期
の
延
長
だ
け
で
な
く
統

　

４
月
26
日
、
㈱
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
研
究
員
の
佐
々
木
陽
一

氏
を
講
師
に
『
葉
山
町
の
公
共
施
設
問
題
に
つ
い
て
〜

『
拡
充
』
か
ら
『
縮
充
』
へ
の
発
想
転
換
〜
』
と
題
し
て
町

部
局
の
職
員
も
参
加
し
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

廃
合
を
含
む
抜
本
的
な
縮
減

は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
現

実
を
直
視
す
べ
き
と
の
こ
と
。

　

葉
山
町
公
共
施
設
白
書
の

良
い
点
は
「
伝
え
る
べ
き
情

報
が
厳
選
さ
れ
た
教
科
書
的

な
白
書
」
悪

い
点
は
「
計

画
策
定
の
た

め
の
情
報
の

質
・
量
と
も

に
物
足
り
な

さ
が
残
る
」

と
厳
し
い
ご

意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

公
共
施
設

再
配
置
は
、

先
細
る
財
源

で
も
満
足
感

の
あ
る
公
共

施
設
サ
ー
ビ

ス
を
可
能
と

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

総
合
計
画
・
財
政
計
画
に
合

わ
せ
分
析
・
評
価
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
話

の
中
で
、
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
よ
り
良
く
変
え
た
先
進

事
例
を
挙
げ
、
公
共
施
設
再

配
置
計
画
を
前
に
進
め
る
た

め
に
は
市
民
等
と
の
合
意
形

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
住
民
、
議
員
、
職

員
で
共
通
す
る
関
心
事
項
と

論
点
を
見
出
し
、
意
見
を
足

す
で
は
な
く
混
ぜ
る
発
想
が

大
切
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
、
公
共
施
設
再
配

置
は
従
来
の
「
利
益
配
分
」

に
加
え
「
不
利
益
の
配
分
」

も
考
え
る
計
画
で
あ
り
、
不

都
合
な
真
実
に
も
正
面
か
ら

向
き
合
う
覚
悟
が
必
要
で
、

議
会
は
ど
う
向
き
合
え
ば
良

い
の
か
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

合
意
形
成
の
肝
は
地
域
貢
献

型
公
共
施
設
再
配
置
を
目
指

し
、『
拡
充
』
か
ら
『
縮
充
』

へ
の
発
想
の
転
換
が
重
要
に

な
る
と
し
て
、
葉
山
町
公
共

施
設
再
配
置
計
画
を
考
え
る

上
で
、
と
て
も
参
考
に
な
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研修会の様子研修会の様子
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あ
る
大
学
教
授
の
話
で
す
。

　

モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
交
換
留

学
の
女
子
学
生
に
露
語
の
プ

ー
シ
キ
ン
詩
集
を
手
渡
し
、

日
本
人
学
生
に
読
ん
で
聞
か

せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
詩

集
を
閉
じ
た
女
子
学
生
は
、

雰
囲
気
た
っ
ぷ
り
に
朗
誦
し

た
。
ロ
シ
ア
の
古
典
詩
な
ど

は
暗
記
し
て
い
る
の
だ
。
そ

の
迫
力
に
日
本
人
学
生
は
圧

倒
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
文
化

的
貧
困
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
と

し
て
耳
に
痛
い
話
で
す
。
作

業
中
の
今
は
、
参
議
院
選
挙

中
で
す
。
若
者
も
含
め
た

我
々
に
、
候
補
者
を
選
択
す

る
た
め
の
根
本
的
な
教
育
の

問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
、

議　

長　

近
藤　

昇
一

議
会
広
報
常
任
委
員
会

窪
田　

美
樹　

石
岡　

実
成

横
山
す
み
子　

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹　

山
田　

由
美

畑
中
由
喜
子　

待
寺　

真
司

笠
原　

俊
一

インターネットアクセス件数表

再生紙を使用しています再生紙を使用しています

国
家
百
年
の
計
が
気
に
な
り

ま
す
。

　

編
集
作
業
中
に
手
が
止
ま

る
と
、
小
学
校
の
国
語
の
授

業
を
思
い
出
し
て
は
復
習
し

て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に

古
い
話
ほ
ど
良
く
思
い
出
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

き
や
す
い
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
し
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

６
月
24
日
記　

鈴
木
道
子

　

表
紙
の
写
真
は
、
27
年

の
葉
山
町
花
火
大
会
の
も

の
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
50
回
目
と
い

う
記
念
大
会
と
な
り
、
例

年
以
上
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

夕
陽
と
藍
色
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
に
染
ま
る
富
士

山
と
、
右
手
前
に
浮
か
ぶ

江
ノ
島
の
灯
り
と
…
。
何

と
も
言
え
な
い
美
し
さ
と
、

楚
々
と
し
た
儚
さ
に
満
ち

た
景
色
は
、
葉
山
な
ら
で

は
の
花
火
大
会
だ
と
思
い

ま
す
。

　

森
戸
海
岸
が
メ
イ
ン
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
色
海

岸
を
は
じ
め
、
色
々
な
場

所
で
見
る
事
が
で
き
る
葉

山
の
花
火
。

　

さ
て
、
今
年
は
何
処
で

見
ま
す
か
。
第
51
回
大
会

は
、
７
月
27
日（
水
）で
す
。

町
長
行
政
報
告

■ 

熊
本
地
震
に
伴
う
物
資
等

の
支
援
に
つ
い
て

　

４
月
28
日
に
本
町
が
備
蓄

し
て
い
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
100

枚
と
土
の
う
袋
４
千
枚
を
、

益
城
町
に
対
し
、
提
供
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
ほ
か
３

カ
所
に
設
置
し
た
募
金
箱
に

よ
り
、
43
万
５
４
３
７
円
を

益城町への支援物資益城町への支援物資

○生中継数

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

第１日目 ２月12日 143件
第２日目 ２月18日 223件
第３日目 ２月19日 155件
第４日目 ２月23日 56件
第５日目 ２月25日 24件
第６日目 ３月11日 127件
第７日目 ３月14日 73件
第８日目 ３月15日 164件
第９日目 ３月16日 243件
第10日目 ３月30日 76件
第11日目 ４月７日 120件
第12日目 ５月19日 27件
計 1,431件

○録画中継数
平成27年４月 112件

５月 86件
６月 413件
７月 100件
８月 154件
９月 171件
10月 299件
11月 107件
12月 207件

平成28年１月 49件
２月 1,194件
３月 275件
４月 291件
５月 105件
６月 231件

計 3,794件

表
紙
説
明

写真提供　葉山町政策課

５
月
11
日
に
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
送
金
し
ま
し
た
。


